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【修正案提案（趣旨）】 修正対象となった条文（平戸市長等政治倫理条例）

　今回、８件22,975,000円の寄附を受け増額補正するもの。
既に予算措置済みの２件と合わせ、10件の企業版ふるさと
納税の寄附があった。

　エネルギー構造高度化・転
換理解促進事業補助金（経済
産業省）を活用し、平戸消防
署田平出張所の屋根に10kWh
の太陽光パネルを設置する。
補助率は 10 分の10。

令和７年６月
定例会

（６月９日～24日）
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　１親等以内の親族とした理由

は、本市議会議員の倫理条例に

合わせたとの説明であるが、他

市の条例を見ると、２親等以内

としている自治体が多い。また、

市長等と議員では、請負などに

関する権限が同じではなく、議

員の倫理条例に合わせる必要は

なく、むしろ請負に伴う入札業

者選定などに関わることから、

市長等については透明性を確保

する観点から、条件を厳しくす

る必要があるのではないかと考

える。

　他の自治体でも同様のケース

が見られることから、２親等以

内とすべきものと考え、条例の

一部修正を提案するものである。

（市の請負等に関する遵守事項）

第４条 市長等の配偶者、１親等 → ２親等以内の親族若しくは同居

者の親族が役員をする企業等又は次に掲げる企業等は、地方自治法

第142条（法第166条第２項において準用する場合を含む。）及び第

180条の５第６項の規定の趣旨を尊重し、市民に対し疑惑の念を生

じさせないよう市に対する請負（下請負を含む。以下同じ。)その

他の契約を辞退するよう努めなければならない。ただし、災害等

特別の事情があるときは、この限りでない。

　(1) 市長等又はその配偶者若しくは１親等 → ２親等以内の親族

　　が資本金その他これに準ずるものの３分の１以上を出資して

　　いる企業等

　(2) 市長等又はその配偶者が報酬（顧問料等その名目を問わない。)

　　を受領している企業等

　(3) 市長等がその経営方針に関与している企業等

２ 市長等は、市民に疑惑の念を生じさせないために、前項に規定

　する企業等が市に対する請負その他の契約を辞退するよう努め

　なければならない。
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総務厚生委員会での主な論議

総務厚生委員会での主な論議

　平戸市では事件などは起きておらず、入札制
度も透明性が図られている。また、市長選挙を
控え、憲法上の平等原則、職業選択の自由など
の趣旨を踏まえ、慎重な審議が必要。早急に制
定する必要があるのか。
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総務厚生委員会での主な論議

総務厚生委員会での主な論議

平戸市役所本庁舎
平戸城から見た平戸市街地

　企業版ふるさと納税は、基金に積み立てるのではなく、
地方版の総合戦略に位置付けられた新規事業や拡充事業
など、全体的な市政発展のために有効活用している。
　しかし、離島活性化に活用できないというものではな
いことから、離島活性化対策も含め、今後検討していく。
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　再生可能エネルギー活用活性化基金も年々減っている中、
寄附金を離島に限定して充当できないのか。
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　一般財源2,115,000円
が充当されているのは
なぜか。

　移住者は、補助額で
はなくまちの魅力で移
住定住を決断する。
　まずは、平戸の魅力
を向上し、住んでみた
いと思ってもらうこと
が重要。また、若者や
子育て世代などの目線
で他自治体にない支援
策を考えるべきでは。

　移住定住に関するア
ンケート結果や移住者
の意見を踏まえ、全面
的に見直す必要がある
と考えている。
　効果的な支援策を十
分議論し、平戸市独自
のメニューについても
検討したい。

　当初55,000,000円で
補助申請したが、内示
額が38,885,000円であ
ったことから、補助額
に見合うよう事業内容
を精査し、最小限の一
般財源を加えた形で事
業規模を見直した。

　憲法などには抵触しない。選挙の公平性と透
明性の確保、利害関係者の不正を未然に防止す
るため必要と考え提案している。

　「請負等に関する遵守事項」にかかる「親族
の適用範囲」について、全国的に２親等が多い
ように見られる中、１親等としたのはなぜか。

　今後のなり手不足への懸念と、複数の県内自
治体や平戸市議会議員の政治倫理条例にも１親
等と規定しているため、１親等と判断した。

　全国的にも２親等とする自治体が多く、市長
と議員では立場・権限が大きく異なり、不正防
止のためにも２親等とすることに問題はない。
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　地方公共団体では、社会保障制度の整備、子育て施策、地域活性化、ＤＸ化
の推進、脱炭素化、物価高騰対策、大規模災害や新興感染症への備えなど、多
岐にわたる役割が求められる中、人員不足が深刻化しています。
　国会および政府におかれては、社会全体で求められる賃上げ基調に相応する
人件費確保を含めた地方財政を実現するよう下記の事項を求めます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　  記
１．地方公共団体を支える人件費を重視した地方財源の確保・充実
２．社会保障経費の拡充
３．自律的な地方財政の確立、税源移譲で地域間の財源偏在性の是正
４．減税政策で地方財政を棄損しない協議、影響への確実な補填
５．地方創生推進費の位置付け、行革努力や成果による算定方法の不採用
６．会計年度任用職員の処遇改善・雇用確保ための財政需要を満たすこと
７．特別交付税の減額措置の早期廃止
８．業務システム標準化・共通化に必要な財源補填、十分な財政支援
９．地域公共交通担当者の確保支援、普通交付税（個別算定）へ位置付け
10．段階補正拡充など、地方交付税の財源保障機能・財政調整機能の強化
11．労務費の適切な価格転嫁のために必要な財政支援

（提出先）衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣

地方財政の充実・強化に関する意見書（要約）

　学校現場では、貧困・いじめ・不登校・教職員の長時間労働や未配置など課
題が山積し、教材研究や授業準備の時間を十分に確保することが困難な状況で
す。ゆたかな子どもの学びや学校の働き方改革のために、教員の増員や少数職
種の配置増など教職員定数改善が不可欠です。
　小学校の学級編制標準の35人への引き下げは2025年度に完了予定です。
今後、中学校・高等学校での実施に加え、きめ細かい教育活動をすすめるために、
さらなる学級編制標準の引き下げ、少人数学級の実現が必要です。
　一方、自治体間でも教育格差が生じています。義務教育費国庫負担率は、小
泉政権下の「三位一体改革」で３分の１に引き下げられました。子どもたちが
全国のどこに住んでいても、一定水準の教育を受けられることが憲法上の要請
であり、ゆたかな子どもの学びを保障する条件整備は不可欠です。
　よって、国会および政府におかれては、地方教育行政の実情を十分に認識さ
れ、地方自治体が計画的に教育行政を進めることができるように、下記の措置
を講じられるよう強く要請します。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　  記
１．教育の機会均等と水準の維持向上をはかるため、地方財政を確保した上で
　義務教育費国庫負担制度の負担割合を引き上げること。

（提出先）衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、文部科学大臣

義務教育国庫負担制度拡充に係る意見書（要約）

大島村神浦伝統的建造物群保存地区

　中小企業等経営力強化促進事業補助金は交付
実績が２件、地域産業雇用創出チャレンジ支援
事業補助金は交付実績が０件で、両補助金とも
あまり活用されていないのは問題。
　令和７年度は、制度の見直しを図るため事業
を休止するということだが、令和８年度に向け、
令和６年度と同じ状況に陥らないために、事業
者が活用しやすい交付要綱に見直してほしい。

　伝統的建造物群の特定物件は平戸市全体で
249件あり、観光面や文化面の観点から重要な
ものと理解する。
　一方で、その中には老朽化して倒壊の恐れが
ある危険な家屋もあり、安全面を配慮した対策
が必要である。
　保存可能な家屋は残さないといけないが、ま
ずは地域住民の声をしっかり聴くとともに、そ
の意見を反映させながら事業の推進を図ってほ
しい。

　意見をしっかり受け止め、補助対象年数や要
件、補助額も含め関係団体との協議の中で議論
を深めていく。

　商工会や商工会議所から情報収集を行い、申
請を考えているという情報があれば事業者に出
向くなど、申請していただけるよう後押しして
いきたい。

　伝統的建造物群に指定されている中で、すで
に１件危険な家屋があるものの、所有者と確認
を取りながら危険個所の撤去を行っている。
　今後も、地域住民の安全確保を最優先に、平
戸市伝統的建造物群保存地区保存審議会の中で、
専門家の意見を伺いながら事業の推進を図って
いく。

　この事業に対して周知が十分ではないのでは
ないのか。
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産業建設文教委員会での主な論議

産業建設文教委員会での主な論議
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西神浦西中町の町並み

東神浦上本町の町並み
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蓮花のAI相談室トップタブレットでの相談イメージ
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番号 件　　　　　名 結　果

平戸市税条例の一部改正について

平戸市印鑑条例の一部改正について
平戸市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
運営に関する基準を定める条例の一部改正について
平戸市家庭的保育事業等の設備及び運営に関
する基準を定める条例の一部改正について
令和７年度平戸市一般会計補正予算（第１号）

あらたに生じた土地の確認及び字の区域の変
更について　※船越漁港（漁港施設用地）
あらたに生じた土地の確認及び字の区域の変
更について　※大島港（港湾施設用地）
あらたに生じた土地の確認及び字の区域の変
更について　※大島港（緑地用地）
平戸市議会議員及び平戸市長の選挙における選挙運動
用自動車の使用、選挙運動用ビラ及び選挙運動用ポス
ターの作成の公営に関する条例の一部改正について

平戸市長等政治倫理条例の制定について

令和７年度平戸市一般会計補正予算（第２号）

令和７年度平戸市工業団地事業特別会計補正予算（第１号）

物品購入契約の締結について　※消防ポンプ自動車（度島分遣所）

物品購入契約の締結について　※消防ポンプ自動車（田平出張所）

物品購入契約の締結について　※学習者用端末

番号 件　　　　　名 結　果
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８

９

10

専決処分の承認を求めることについて
（専決第１号　平戸市税条例の一部改正について）
専決処分の承認を求めることについて
（専決第２号　平戸市国民健康保険税条例の一部改正について）
専決処分の承認を求めることについて
（専決第３号　令和６年度平戸市一般会計補正予算（第10号））
専決処分の承認を求めることについて
(専決第４号 令和6年度平戸市後期高齢者医療特別会計補正予算(第2号))
専決処分の承認を求めることについて
（専決第５号　令和６年度平戸市介護保険特別会計補正予算（第４号））
専決処分の承認を求めることについて
（専決第６号　令和６年度平戸市あづち大島
いさりびの里事業特別会計補正予算（第１号））
専決処分の承認を求めることについて
（専決第７号　令和６年度平戸市駐車場事業特別会計補正予算(第１号))
専決処分の承認を求めることについて
（専決第８号　令和６年度平戸市水道事業会計補正予算（第３号））
専決処分の承認を求めることについて
（専決第９号　令和６年度平戸市病院事業会計補正予算（第３号））
専決処分の承認を求めることについて
（専決第10号　令和６年度平戸市市営交通船事業会計補正予算(第５号))

○は賛成、●は反対、「欠」は欠席、�は議長（議長は可否同数の場合を除き、表決（裁決）しない）

○議会改革　機動的かつ率直な意見交換が可能な議会
改革懇話会で検討。議会資料室ホームページ、議会
報でのプレゼント付きクイズ、全議員出演のプロモ
ーション動画、市議会Instagramなどに取り組み、
市民からも好評を得ている。
○オンラインを活用した議会運営　条例改正でアプリ
を使った委員会・一般質問の出席が可能となり、実
際に委員会でのオンライン出席も実現。
○議会の業務継続計画（ＢＣＰ）　災害・感染症など
に速やかに対応できる緊急議会参集を明記し、対応
行動訓練を実施している。

○大規模災害対応指針・行動マニュアル　先進事例を
参考に、大規模災害時の対応指針・行動マニュアル・
クイックガイドを作成し、年に１度、議員も参加す
る防災訓練を実施している。
○議会報告会などの取り組み　15人の議員を３班に分
け９地区で開催。全体的なテーマと地区の問題につ
いて報告している。

○保護者対応相談窓口「ほっとステーション」
アンケートで、学校教職員・幼稚園・保育所・こど
も園職員の約７割が「保護者から理不尽なクレーム
を受けたことがある」、約２割が「保護者からの理
不尽なクレームの心労により、1日以上休んだ、ま
たは業務に支障が出たことがある」と回答するなど
深刻な状況を改善するために「ほっとステーション」
を設置している。

○議会の業務継続計画（ＢＣＰ）　災害・感染症など
に速やかに対応できる緊急議会参集を明記し、対応

○ＡＩを活用した「蓮花のＡＩ相談室」
　子どもの孤立や不安などの悩みに対応する「気づ
き」「傾聴」「見守り」のうち、「気づき」を増や
すための「蓮花のＡＩ相談室」を導入。小中学校で
設ける「HeartHour（日記「心のあしあと」を書
く時間）」と併せ、子どもたちの気持ちを引き出し、
心理士（師）がケアに当たっている。

奈良県天理市 奈良県葛城市

枚方市での説明 大竹市議会議場にて

タブレットでの相談イメージ 蓮花のAI相談室トップ

審議された案件と結果
令和７年６月定例会
○議　案　15件　　○報　告　６件　○承　認　10件
○請　願　 ２件　　○議案議　２件

○議　案 ○承　認

原案可決

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

修正可決

原案可決

〃

〃

〃

〃

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

番号 件　　　　　名 結　果

報告済

〃

〃

〃

〃

〃

２

３

４

５

６

７

専決処分の報告について

株式会社田平風力発電所の経営状況を説明する書類の提出について

令和６年度平戸市一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について

令和６年度平戸市一般会計事故繰越し繰越計算書の報告について

令和６年度平戸市水道事業会計予算繰越計算書の報告について

令和６年度平戸市市営交通船事業会計予算繰越計算書の報告について

○報　告

○賛否が分かれた案件

番号 件　　　　　名 結　果

採　択

〃

１

２

地方財政の充実・強化に関する意見書採択の請願について

義務教育国庫負担制度負担率の引き上げをはかるための、
2026年度政府予算に係る意見採択の請願について

○請　願

番号 件　　　　　名 結　果

原案可決

〃

２

3

地方財政の充実・強化に関する意見書（案）の提出について

義務教育国庫負担制度拡充に係る意見書（案）の提出について

○議案議

議案第60号　平戸市長等政治倫理条例の制定について（修正部分）

行政視察報告

業

視察報告書の全文は、こちらの二
次元コードからご覧になれます。

視察報告書の全文は、こちらの二
次元コードからご覧になれます。

大阪府枚方市 広島県大竹市

13
・14

５

19
・20

５

子育て・相談センター
ほっとステーション保護者 専門家会議

市立学校など
チームで複眼的に
相談受付・対応

キーワードは
「こどもまんなか」

　令和７年度、議会運営委員会、産業建設
文教委員会は、それぞれの行政課題につい
て先進事例地を視察しました。

産業建設文教委員会
○５月19日　奈良県天理市
○５月20日　奈良県葛城市

（地図）Map-It マップイット｜地図素材サイトから

議会運営委員会 【参加者】委員長　辻 賢治　　副委員長　山内 貴史
　委　員　神田 全記　竹山 俊郎　吉住 龍三　吉福 弘実
　議　長　松本 正治

【参加者】委員長　綾香 良浩
　委　員　池田 稔巳　井元 宏三　神田 全記　辻 賢治
　　　　　針尾 直美　松尾 　実　松口 茂生

産業建設文教委員会

議会運営委員会
○５月13日　大阪府枚方市
○５月14日　広島県大竹市
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８９

各消防署から消防ポンプ自動車が時速40kmで15分以内に到達可能な範囲

（変更案）（現在）

子どもたちを取り巻く教育現場および社会体育施設の現状と課題について

調査の結果

▲中間報告の
　掲載記事

部活動の地域移行に関する主な論議

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

学校施設への空調設備設置に関する主な論議

教職員の働き方改革に関する主な論議

Ｑ

Ａ

所
管
事
務
調
査

　
　
　
　
報
告

今後の消防体制のあり方について

調査の結果

Ｑ

Ａ

中南部地区出張所に関する主な論議

Ｑ

Ａ

産業建設文教委員会 総務厚生委員会
　産業建設文教委員会では、令和６年度に「第３期平
戸市教育振興基本計画」（令和２年度～令和６年度）で
掲げる「ＩＣＴを活用した教育の推進」「学校給食環境
の充実」「スポーツ環境の充実」について調査した。
※議会だよりvol.88（５月１日発行）で中間報告を掲載して

　います。

　そして本年度、「第４期平戸市教
育振興基本計画」（令和７年度～令和
11年度）で掲げる「部活動の地域移
行」「学校の体育館や特別教室への空
調設備設置」「教職員の働き方改革」
の現状と課題を調査した。

①ＩＣＴを活用した教育の推進　主体的に学ぶ児童
　生徒の姿からＧＩＧＡスクール構想の成果が見え
　た一方、学校間の事例共有や研修で教職員のスキ
　ル向上が求められる。 
②学校給食環境の充実　従事者の健康と安全のため、
　室温が40℃に達する共同調理場の早急な空調設備
　整備が必要。また、構造的・人的制約の中、アレ
　ルギー対応など安全な給食提供体制の見直しが求
　められる。
③スポーツ環境の充実　築30年以上の老朽化した
　施設の建替・改修や施設整備の方針策定が急務。
　既存施設の多目的活用や利用率向上も。

④部活動の地域移行　地理的要因・交通手段の制限
　から、生徒の活動機会に格差が生じる。移動体制
　や地域クラブへの段階的移行に向け独自の支援が
　必要。
⑤学校施設への空調設備の整備　具体的なスケジュ
　ールなどが示されていない。特別教室は暫定的に
　扇風機やサーキュレーターなど既存設備の活用で
　環境改善が必要。
⑥教職員の働き方改革　業務負担軽減が必要な一方、
　教育的意義の高い学校行事は可能な限り継続が求
　められる。教職員の欠員は、県と役割分担し補充
　する体制に。

１回目（１月30日）　▶現地調査　▶関係者との意見交換
２回目（４月14日）　▶関係者との意見交換

１回目（２月３日）　▶消防本部説明　▶質疑応答
２回目（４月25日）　▶消防本部・財政課・人事課への質疑応答

　平戸市は地理的な制約が多い。地域クラブ
や拠点校までどうやって移動しているのか。

　志々伎や野子半島は搬送に時間がかかり大
変。市民等しく対応できるようすべき。

　人口が減少する中、消防は人員体制を増やし
ていくと理解した上での方針でいいのか。

　令和11年度までに図書室、理科室、音楽室
の空調設備設置90％を目指しているというこ
とだが、どのような計画で進めるのか。

　各学校、いろんな行事が中止と聞いている。
児童生徒の思い出作りが阻害されかねないと
思うが、教育現場ではどんな考えか。

　働き方改革の名のもとに、児童生徒の実りの
ある行事をなくしてはいけない。地域性や児童
生徒の声が何より大切。

　基本的に保護者の送迎。送迎可能な生徒し
か行けないので、活動できない生徒もいる。

　国庫補助を活用し、令和８年度から順次設
置していく予定。進め方は今後検討する。

　市民の安全安心を守るため、搬送時間の課
題を解決できるよう考え進めていく。

　現場到着時間を短縮し生命を守るため、人
員を増やし出張所を設けると認識している。

　この調査で、少子化や教職員の負担軽減など全国的な課題に加え、平戸市特有の地理的・人的・財政的制約
が影響していることが明らかになった。

　平戸市の消防は、山間部が多く南北
に長い平戸島と、橋でつながった生月
島や、大島、高島などの離島を含む地
理的条件のもと、火災・救急や複雑多
様化する災害などに迅速に対応しなけ
ればならない。
　田平出張所の移転新築完了、度島分
遣所の新設準備など状況改善は進んで
いるが、中津良出張所の老朽化に伴い
中南部地区出張所の適正配置の議論が
なされている。

　また人口減少・少子高齢化で消防団
員の確保も困難となり、消防団組織の
再編成を含めた消防体制の充実・強化
が検討されている。
　総務厚生委員会では、多様化する消
防救急業務に即応し、市民の安全安心
を守るため、下記のとおり提案された
「消防署配置管轄レイアウト」をもとに、
地理的条件や今後の人口減少の推移を
踏まえた消防体制のあり方について調
査した。

中津良出張所

生月出張所
生月出張所

中部出張所

南部出張所

田平出張所
田平出張所

本　署
本　署

（地図）Map-It マップイット｜地図素材サイトから

①今後の財政見通し　将来必要なコストを理解した
　上で、安定した財政運営が可能か十分に検討する
　こと。
②消防職員の確保　消防団員減少、消防職員応募者
　減少や退職を踏まえ、人員確保に努める必要があ
　る。
③中南部地区消防体制方針の決定プロセス　秋に市
長・市議会議員選挙を控えており、新体制のもと
で条例整備、予算措置、総合計画との整合性、議
会との合意形成などを考慮し検討すべきである。

消防署配置管轄範囲レイアウト
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●
フ
ェ
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大
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の
代
船
ト
ラ
ブ
ル
の
要
因

●
フ
ェ
リ
ー
大
島
の
安
全
運
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び
に

　

料
金
の
現
状
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持
に
つ
い
て
の
考
え
方

　
松
尾
　
実
（
創
政
ひ
ら
ど
）

●
ア
ル
ベ
ル
ゴ
・
デ
ィ
フ
ー
ゾ
タ
ウ
ン
の
目
的
と
目
標

●
ク
ラ
ブ
活
動
地
域
移
行
の
進
捗
と
課
題

●
生
月
小
学
校
移
転
後
の
通
学
支
援

　
井
元
　
宏
三
（
新
波
ク
ラ
ブ
）

●
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止

　

職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
状
況

　
松
口
　
茂
生
（
平
戸
市
民
ク
ラ
ブ
）

Ｑ　

今
年
は
市
政
施
行
20
周
年
と
い
う
節

目
の
年
。
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
、
各

産
業
の
担
い
手
不
足
や
人
材
育
成
な
ど
多

岐
に
わ
た
り
山
積
す
る
問
題
・
課
題
に
つ

い
て
、
適
材
適
所
の
人
事
を
さ
れ
た
と
思

う
が
。

市
長　

部
長
職
に
は
こ
れ
ま
で
の
経
験
を

生
か
し
、
新
た
な
挑
戦
と
変
革
の
時
期

に
、
地
域
課
題
解
決
へ
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
し
て
も
ら
い
た
い
。

Ｑ　

３
月
30
日
、
フ
ェ
リ
ー
大
島
代
船
の

故
障
で
生
活
に
支
障
を
来
し
た
が
、（
非

常
時
に
は
）代
船
の
代
船
と
し
て
、
昼
か

ら
の
便
を
運
航
し
て
も
ら
う
こ
と
は
、
国

に
申
請
す
れ
ば
認
可
で
き
る
と
認
識
す
る

が
い
か
が
か
。

総
務
部
長　

フ
ェ
リ
ー
大
島
の
非
常
時
を

想
定
し
た
国
へ
の
許
認
可
申
請
は
、
平

戸
市（
交
通
船
事
業
者
）が
事
前
に
船

舶
運
航
計
画
の
変
更
承
認
を
受
け
る
こ

と
で
可
能
。
た
だ
し
、
事
前
に
代
船
運

航
事
業
者
か
ら
了
解
を
得
る
こ
と
、
加

え
て
度
島
な
ど
の
便
の
利
便
性
が
保
た

れ
る
計
画
で
あ
る
こ
と
が
必
要
。

Ｑ　

今
後
の
料
金
改
正
・
維
持
は
。

総
務
部
長　

フ
ェ
リ
ー
大
島
の
運
賃
は
、

大
島
―
平
戸
間
の
旅
客
運
賃
を
大
人
片

道
６
６
０
円
と
定
め
、
住
民
等
割
引
運

賃
を
片
道
５
０
０
円
と
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、
運
賃
低
廉
化
事
業
と
し
て
、
国

の
離
島
住
民
割
引
補
助
か
ら
80
円（
現

在
は
助
成
が
な
く
な
り
市
が
負
担
）、

市
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
離
島

活
性
化
基
金
か
ら
80
円
の
合
計
１
６
０

円
を
助
成
し
て
い
る
も
の
。
人
件
費
・

燃
料
費
な
ど
の
上
昇
や
他
の
公
共
交
通

機
関
と
の
運
賃
負
担
の
公
平
性
な
ど
を

考
慮
し
、
運
賃
を
見
直
す
必
要
が
あ
る

と
認
識
す
る
。

意
見　

他
の
交
通
機
関
と
の
公
平
性
と
は
。

度
島
・
大
島
の
方
は
、
そ
も
そ
も
離
島

に
住
ん
で
い
る
と
い
う
ハ
ン
デ
ィ
を
ど

う
に
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が

１
番
大
き
な
問
題
だ
と
思
う
が
。
大
幅

に
上
げ
る
の
で
は
な
く
、
財
政
状
況
を

見
な
が
ら
し
っ
か
り
抑
え
ら
れ
る
部
分

は
抑
え
て
、
新
た
な
財
源
の
充
当
で
対

応
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ｑ　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対
策
の
一
貫
で
、

全
職
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
提
案
し
た

が
、
そ
の
結
果
と
感
想
を
お
聞
き
し
た

い
。

市
長　

議
員
か
ら
の
提
案
を
受
け
、
各
種

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
実
態
把
握
を

行
う
と
共
に
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
に

対
す
る
姿
勢
を
示
す
も
の
と
し
て
実
施

し
た
。
こ
う
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
早
期
把
握
は
も
と
よ
り
、

調
査
結
果
を
踏
ま
え
た
よ
り
効
果
的
な

環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
る
貴
重
な

機
会
と
な
り
、
職
員
の
意
識
を
高
め
る

効
果
も
期
待
で
き
る
。

　

今
回
、
残
念
な
が
ら
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
報
告
が
あ
り
、

立
場
の
違
い
や
能
力
を
超
え
た
成
果
を

期
待
す
る
言
葉
に
よ
っ
て
傷
つ
い
て
い

る
事
例
が
多
か
っ
た
事
に
驚
い
た
。
こ

れ
ら
の
結
果
に
つ
い
て
は
人
事
課
に
対

し
て
具
体
的
な
対
応
を
指
示
し
た
。
今

後
と
も
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対
策
の
徹

底
を
図
っ
て
い
く
。

Ｑ　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
該
当
事
案
の
そ
の
後

  

の
対
応
は
。

総
務
部
長　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
対
す
る
事

実
確
認
を
希
望
す
る
と
し
た
職
員
が
複

数
人
い
た
。
こ
の
事
か
ら
人
事
課
に
お

い
て
面
談
を
行
い
、
詳
細
を
聞
き
取
る

と
と
も
に
、
関
係
者
お
よ
び
所
属
長
に

対
し
指
導
を
行
い
職
場
環
境
の
改
善
を

図
っ
た
。

Ｑ　

実
態
把
握
に
は
定
期
的
な
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
が
必
要
と
思
う
が
今
後
も
実
施

し
て
い
く
の
か
。

総
務
部
長　

職
員
の
異
動
や
業
務
の
変
化

な
ど
に
よ
り
、
内
容
が
同
じ
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
も
、
置
か
れ
て

い
る
職
場
環
境
に
よ
っ
て
回
答
が
変

わ
っ
て
く
る
。
啓
発
活
動
の
意
味
合

い
を
含
め
定
期
的
な
調
査
は
必
要
と

考
え
る
。

Ｑ　

前
年
度
と
比
べ
落
ち
込
ん
で
い
る
平

戸
市
内
観
光
の
起
爆
剤
と
し
て
期
待
さ

れ
る
、
ア
ル
ベ
ル
ゴ
・
デ
ィ
フ
ー
ゾ
タ

ウ
ン
の
目
的
と
目
標
は
何
か
。

市
長　

古
き
良
き
も
の
を
現
代
に
活
か
し
、

新
た
な
価
値
を
生
み
出
す
こ
と
で
、
過

去
と
未
来
が
融
合
し
た
、
心
温
ま
る
未

来
を
創
造
し
よ
う
と
い
う
想
い
が
込
め

ら
れ
て
お
り
、
こ
の
新
し
い
取
り
組
み

を「
懐
か
し
い
未
来
」と
表
現
し
て
い
る
。

　

今
後
５
年
間
で
観
光
消
費
額
５
％
増

加
を
目
標
に
掲
げ
、
誘
客
促
進
と
地
域

経
済
へ
の
波
及
効
果
の
最
大
化
に
努
め

る
。

Ｑ　

教
師
の
働
き
方
改
革
の
大
き
な
柱
の

　

１
つ「
ク
ラ
ブ
活
動
の
地
域
移
行
」の

　

進
捗
と
課
題
は
何
か
。

教
育
長　

令
和
５
年
12
月
に「
平
戸
市
中

学
校
部
活
動
地
域
移
行
推
進
に
係
る
基

本
方
針
」を
定
め
、
各
種
検
討
委
員
会

を
組
織
し
、
検
討
を
重
ね
て
お
り
、
来

年
度
か
ら
の
休
日
の
完
全
移
行
を
目
指

し
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
、
移
動
の
手
段
や
予
算
面

に
つ
い
て
は
、
関
係
す
る
多
く
の
方
々

が
抱
か
れ
る
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
教

育
委
員
会
と
し
て
も
ど
の
よ
う
な
支
援

が
で
き
る
か
、
さ
ら
に
検
討
を
重
ね
て

い
る
。

意
見　

平
戸
市
内
全
域
の
生
徒
が
等
し
く

活
動
に
参
加
で
き
る
よ
う
、
生
徒
や
保

護
者
の
負
担
、
地
理
的
状
況
な
ど
に
充

分
配
慮
し
、
施
設
使
用
の
低
廉
化
や
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
活
用
、
拠
点
施
設
ま

で
の
移
動
に
関
し
、
充
分
な
配
慮
を
お

願
い
す
る
。

Ｑ　

生
月
中
学
校
敷
地
に
新
生
月
小
学
校

が
建
設
さ
れ
た
時
、
児
童
の
通
学
支
援

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

教
育
長　

新
生
月
小
学
校
校
舎
が
完
成
し

児
童
が
通
学
す
る
場
合
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
で
の
通
学
支
援
は
で
き
な
く
な
る
。

し
か
し
、
低
学
年
の
児
童
は
徒
歩
で
の

通
学
が
体
力
的
に
厳
し
い
状
況
が
予
想

さ
れ
る
た
め
、
市
教
育
委
員
会
と
し
て
、

何
ら
か
の
支
援
を
で
き
な
い
か
検
討
を

行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

意
見　

ぜ
ひ
、
検
討
を
お
願
い
す
る
。

一般質問とは

一
般
質
問

一
般
質
問

令
和
７
年
６
月
定
例
会

令
和
７
年
６
月
定
例
会

議員が市政運営全般にわたり、その執行の
状況や将来の方針、考え方などを市側に質
し、答弁を求めることをいいます。平戸市
議会では定例会毎に実施しており、答弁時
間を含めて、1人あたり60分の持ち時間が
与えられています。

議員が市政運営全般にわたり、その執行の
状況や将来の方針、考え方などを市側に質
し、答弁を求めることをいいます。平戸市
議会では定例会毎に実施しており、答弁時
間を含めて、1人あたり60分の持ち時間が
与えられています。

　６月９日～24日の６月定例会では、一般質問で10人の
議員が登壇。教育や子育て支援、生活環境・総務・福祉・
商工業・農林業・行財政運営などの課題への対応策や今後
の計画・進捗などについて市の考えを質すほか、議員それ
ぞれの視点からの提案などについて議論が交わされました。

※各議員の二次元コードから一般質問の録画放送をご覧になれます。
※文責はいずれも本人です。

市 政 へ 鋭 く 問 う ！市 政 へ 鋭 く 問 う ！ 市 政 へ 鋭 く 問 う ！市 政 へ 鋭 く 問 う ！

一
般
質
問
の

　
録
画
放
送
◀

一
般
質
問
の

　
録
画
放
送
◀

一
般
質
問
の

　
録
画
放
送
◀
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総合計画は市の最上位の計画

●
教
育
行
政

　

保
護
者
相
談
支
援
体
制
に
つ
い
て

　
辻
　
賢
治
（
政
和
会
）

●
行
財
政
運
営
の
あ
り
方
と

　

信
頼
性
の
確
保
に
つ
い
て

　
吉
住
　
龍
三
（
創
政
ひ
ら
ど
）

●
保
育
所
利
用
と
支
援
制
度

●
特
別
支
援
学
校
移
動
支
援
体
制
の
改
善

●
学
校
の
備
品
管
理

●
ふ
る
さ
と
納
税

大
村
　
謙
吾
（
新
時
代
）

Ｑ　

産
業
建
設
文
教
委
員
会
で
視
察
し
た

天
理
市
で
は
、
教
職
員
の
業
務
負
担
を

調
査
し
た
結
果
、
約
８
割
の
教
職
員
が

「
保
護
者
、
家
庭
の
対
応
」を
負
担
と
感

じ
、
約
６
割
が
授
業
に
支
障
を
来
し
た

こ
と
が
あ
る
と
回
答
。
そ
こ
で
、
保
護

者
か
ら
の
相
談
専
用
窓
口「
天
理
市
子

育
て
・
応
援
相
談
セ
ン
タ
ー「
ほ
っ
と

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」」を
開
設
。
教
職
員
の

負
担
軽
減
は
働
き
方
改
革
に
も
な
っ
て

い
る
。
視
察
に
同
行
し
た
教
育
次
長
の

意
見
は
。

教
育
次
長　

課
題
を
的
確
に
把
握
、
解
決

に
向
け
た
体
制
整
備
が
な
さ
れ
て
い
る

素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
で
あ
る
。

Ｑ　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

　

研
究
、
検
討
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

教
育
次
長　

研
究
、
検
討
し
た
い
。

Ｑ　

ま
ず
は
現
場
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

　

う
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

教
育
次
長　

ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
現
状

　

把
握
に
努
め
た
い
。

Ｑ　

未
就
学
児
の
現
場
も
現
状
把
握
が
必

　

要
。
協
力
の
意
思
が
あ
る
か
。

福
祉
部
長　

協
力
し
て
取
り
組
み
た
い
。

Ｑ　

教
育
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

教
育
長　

教
育
環
境
を
整
え
働
き
が
い
の

あ
る
職
場
づ
く
り
を
目
標
と
し
て
い
る
。

視
察
を
基
に
、
保
護
者
の
相
談
体
制
の

シ
ス
テ
ム
化
を
教
育
委
員
会
と
し
て
研

究
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　

市
長
に
も
所
見
を
伺
う
。

市
長　

価
値
観
の
多
様
化
か
ら
、
学
校
の

指
導
が
理
解
さ
れ
ず
、
教
員
の
時
間
と

労
力
が
割
か
れ
て
い
る
。
教
師
が
子
ど

も
の
指
導
以
外
に
対
応
し
て
い
る
と
、

教
育
の
目
的
が
果
た
せ
な
い
。
今
後
の

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
も
と
に
検
討
し
、

市
長
部
局
と
し
て
も
、
教
育
の
充
実
の

た
め
、
学
校
が
外
部
に
開
か
れ
た
組
織

と
な
る
よ
う
関
心
を
持
っ
て
関
わ
り
た

い
。

所
見　

従
来
の
学
校
ご
と
の
対
応
か
ら
、

専
門
家
を
交
え
た
横
断
的
・
複
眼
的
対

応
に
切
り
替
え
、「
子
ど
も
中
心
」の
学

校
、
家
庭
、
地
域
を
実
現
す
る「
平
戸

版
ほ
っ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」設
置
へ
一

歩
を
踏
み
出
し
て
ほ
し
い
。

Ｑ　

妊
娠
・
出
産
で
離
職
し
た
場
合
、
上

　

の
子
ど
も
の
保
育
所
利
用
は
。

福
祉
部
長　

妊
娠
・
出
産
で
預
け
ら
れ
る

の
は
産
前
２
カ
月
〜
産
後
８
週
間
。
離

職
後
、
就
労
予
定
が
な
い
場
合
は
、
兄

姉
も
退
所
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Ｑ　

産
後
の
保
育
継
続
や
制
度
改
善
は
。

福
祉
部
長　

他
市
町
の
事
例
も
参
考
に
必

　

要
に
応
じ
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ　

特
別
支
援
学
校
移
動
支
援
を
、
近
距

離
で
も
支
援
が
必
要
な
ケ
ー
ス
な
ど
、

支
援
を
希
望
し
て
も
利
用
で
き
な
い
。

制
度
と
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
隔
た
り
が
あ

る
。

教
育
長　

一
人
ひ
と
り
の
状
況
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

随
時
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

福
祉
部
長　

所
管
の
問
題
や
、
県
と
市
の

　

役
割
な
ど
を
踏
ま
え
、
教
育
委
員
会

　

と
連
携
し
支
援
体
制
の
検
討
を
進
め

　

て
い
き
た
い
。

Ｑ　

学
校
教
育
に
お
い
て
、
備
品
管
理
や

活
用
に
は
一
元
管
理
が
有
効
で
は
な
い

か
。

教
育
次
長　

各
学
校
で
管
理
し
貸
し
借
り

し
て
い
る
が
、
情
報
共
有
の
仕
組
み
や

共
同
利
用
、
一
元
管
理
に
つ
い
て
は
社

会
体
育
施
設
も
含
め
検
討
研
究
し
て
い

く
。

Ｑ　

小
中
一
貫
校
な
ど
中
学
校
の
専
門
教

員
が
小
学
校
の
授
業
支
援
に
関
わ
る
提

案
の
考
え
は
。

教
育
次
長　

将
来
的
な
学
校
再
編
や
小
中

連
携
の
あ
り
方
な
ど
状
況
を
踏
ま
え
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ　

ふ
る
さ
と
納
税
の
委
託
運
営
課
題
を

　

ど
う
検
証
し
、
改
善
し
て
い
く
か
。

財
務
部
長　

デ
ー
タ
共
有
の
行
き
違
い
や

カ
タ
ロ
グ
掲
載
へ
の
不
満
が
あ
っ
た
。

寄
附
額
減
少
の
原
因
を
早
急
に
分
析
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　

返
礼
品
の
写
真
や
レ
ビ
ュ
ー
は
引
き

　

継
が
れ
る
の
か
。

財
務
部
長　

契
約
上
、
業
者
変
更
時
に
画

像
や
レ
ビ
ュ
ー
は
削
除
さ
れ
る
。
今
後

も
、
取
組
内
容
を
し
っ
か
り
把
握
し
な

が
ら
業
務
を
進
め
た
い
。

Ｑ　

地
方
自
治
体
が
持
続
可
能
性
の
あ
る

地
域
を
構
築
し
て
い
く
た
め
に
は
、
市

民
、
議
会
、
職
員
に
対
し
、
信
頼
性
を

確
保
し
自
治
体
を
運
営
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

市
長　

行
政
運
営
を
通
じ
て
市
長
と
し
て

の
責
任
を
果
た
す
こ
と
で
、
関
係
各
位

の
皆
様
か
ら
の
信
頼
と
理
解
を
得
ら
れ

て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　

信
頼
性
を
確
保
す
る
要
件
の
一
つ
が

「
法
律
の
遵
守
」だ
と
考
え
る
。
総
合
計

画（
後
期
基
本
計
画
）の
策
定
経
過（
計

画
変
更
を
議
案
上
程
し
よ
う
と
し
な

か
っ
た
件
）に
お
い
て
条
例
違
反
、
法

令
違
反
は
な
か
っ
た
の
か
。

総
務
部
長　

結
果
的
に
違
反
が
あ
っ
た
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

Ｑ　

総
合
計
画
策
定
審
議
会
へ
も「
諮
問
」

を
行
わ
ず
、「
議
会
の
議
決
」も
受
け
よ

う
と
し
な
か
っ
た
が
。

総
務
部
長　

結
果
的
に
条
例
違
反
を
し
て

　

い
る
と
い
う
こ
と
で
考
え
て
い
る
。

Ｑ　

地
方
公
務
員
は
法
律（
地
方
公
務
員

法
第
32
条
）で「
法
令
遵
守
」が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
る
。
市
の
最
上
位
の
計
画

で
関
係
し
た
職
員
全
体
が
職
務
義
務
違

反
を
し
た
の
か
。

副
市
長　

厳
密
に
言
う
と
法
令
上
も
、
条

例
上
も
職
務
上
の
義
務
違
反
に
抵
触
し

て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　

組
織
全
体
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を

　

向
上
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

市
長　

議
案
と
し
て
出
さ
な
か
っ
た
。
委

員
会
に
諮
問
、
答
申
と
い
う
手
続
き
が

欠
落
し
て
い
た
。
こ
れ
は
反
省
に
値
す

る
と
思
っ
て
い
る
。

意
見　

信
頼
性
を
確
保
す
る
要
件
の
２
つ

目
は「
公
平
で
公
正
な
行
財
政
運
営
」。

こ
の
２
つ
を
実
践
し
て
初
め
て
信
頼
性

の
あ
る
組
織
や
自
治
体
が
形
成
さ
れ
て

い
く
と
考
え
る
。

●
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス

　

の
持
つ
可
能
性

　
近
藤
　
芳
人
（
新
時
代
）

Ｑ　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン

ス（
芸
術
家
が
特
定
の
地
域
や
施
設
に

滞
在
し
行
う
創
作
活
動
。
以
降
Ａ
Ｉ
Ｒ

と
表
記
）は
、
芸
術
家
が
新
し
い
環
境

や
視
点
に
触
れ
制
作
の
幅
を
広
げ
る
可

能
性
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
地
域
を

活
性
化
す
る
効
果
も
大
き
い
。

　

平
戸
市
も
Ａ
Ｉ
Ｒ
事
業
を
や
っ
て
き

た
が
伸
び
し
ろ
も
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の

Ａ
Ｉ
Ｒ
事
業
の
作
品
の
常
設
と
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
化
を
仕
組
む
べ
し
。

文
化
観
光
商
工
部
長　

ご
指
摘
の
と
お
り
。

　

明
確
な
方
針
と
す
る
必
要
が
あ
る
。

Ｑ　

平
戸
市
に
フ
ィ
ッ
ト
す
る
思
想
や
作

風
の
芸
術
家
に
絞
り
招
聘
す
べ
し
。
望

ま
れ
る
場
所
に
望
ま
れ
る
作
品
を
長
く

展
示
し
愛
さ
れ
る
の
が
ベ
ス
ト
。

文
化
観
光
商
工
部
長　

お
っ
し
ゃ
る
通
り
。

　

芸
術
家
の
選
考
方
法
を
検
討
し
た
い
。

Ｑ　

芸
術
家
と
文
化
活
動
団
体
な
ど
が
関

　

わ
れ
る
よ
う
、
出
前
講
座
や
文
化
祭
な

　

ど
関
連
づ
け
て
仕
組
む
べ
し
。

教
育
次
長　

市
民
の
選
択
肢
が
広
が
り
新

　

た
な
活
動
が
期
待
で
き
る
。

Ｑ　

児
童
生
徒
が
作
家
と
触
れ
合
う
機
会

　

を
増
や
す
べ
し
。
本
や
ネ
ッ
ト
と
は
違

　

う
臨
場
感
を
味
わ
え
る
。

教
育
長　

鑑
賞
分
野
で
活
用
で
き
る
。

Ｑ　

活
動
空
間
や
作
品
展
示
に
空
き
家
や

　

空
き
店
舗
・
倉
庫
を
も
っ
と
活
用
す
べ

　

し
。
空
き
家
自
体
を
ア
ー
ト
作
品
と
す

　

る
芸
術
も
あ
る
。
空
き
家
バ
ン
ク
登
録

　

物
件
の
活
用
の
幅
を
広
げ
る
機
会
と
し

　

て
ほ
し
い
。

建
設
部
長　

現
在
の
空
き
家
バ
ン
ク
制
度

は
居
住
目
的
の
建
物
の
み
。
今
後
、
需

要
が
見
込
め
る
場
合
、
店
舗
・
倉
庫
も

登
録
で
き
る
よ
う
考
え
る
。

Ｑ　

芸
術
の
可
能
性
を
継
続
的
戦
略
的
に

　

定
着
さ
せ
る
に
は
常
設
の
事
務
局
組
織

　

が
必
要
だ
。Ａ
Ｉ
Ｒ
で
著
名
な
と
こ
ろ

　

は
総
じ
て
そ
う
し
て
い
る
。

文
化
観
光
商
工
部
長　

同
感
で
あ
る
。
民

　

営
で
市
が
支
援
す
る
形
が
望
ま
し
い
。

Ｑ　

総
括
的
に
市
長
の
所
見
を
問
う
。

市
長　

指
摘
事
項
は
文
化
施
策
と
し
て
全

　

て
重
要
で
あ
る
。
し
っ
か
り
研
究
し
努

　

力
し
た
い
。

一
般
質
問
の

　
録
画
放
送
◀

一
般
質
問
の

　
録
画
放
送
◀

一
般
質
問
の

　
録
画
放
送
◀

一
般
質
問
の

　
録
画
放
送
◀

市 政 へ 鋭 く 問 う ！市 政 へ 鋭 く 問 う ！ 市 政 へ 鋭 く 問 う ！市 政 へ 鋭 く 問 う ！

し
ょ
う
へ
い
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●
横
断
的
な
取
り
組
み
で
財
源
確
保
を　

●
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
で
新
た
な
事
業
展
開
を　

●
相
談
支
援
充
実
へ
心
理
系
専
門
家
配
置
を　

　
針
尾
　
直
美
（
新
波
ク
ラ
ブ
）

●
人
口
減
少
に
伴
う
行
政
公
共
施
設
の
あ
り
方

●
本
庁
舎
の
施
設
更
新
の
方
針

●
路
線
バ
ス
減
便
・
廃
止
後
の
交
通
対
策

　
吉
福
　
弘
実
（
新
波
ク
ラ
ブ
）

Ｑ　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
概
要

　

と
平
戸
市
の
現
状
は
。

財
務
部
長　

国
が
認
定
し
た
地
方
公
共
団

体
の
地
方
創
生
事
業
に
対
し
企
業
が
寄

附
を
行
っ
た
場
合
に
、
最
大
で
寄
附
額

の
９
割
が
軽
減
さ
れ
る
仕
組
み
で
、
平

戸
市
は
、
令
和
２
年
度
か
ら
の
５
年
間

で
延
べ
17
社
、
約
１
億
1
，
6
0
0
万

円
の
寄
附
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

Ｑ　

年
間
に
26
億
円
近
く
を
受
け
入
れ
て

い
る
自
治
体
も
あ
る
。
具
体
的
な
事
業

内
容
や
そ
の
思
い
を
企
業
に
伝
え
、
寄

附
先
と
し
て
平
戸
を
選
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
担
当
部
署
が
主
体
的
に
動
く
こ

と
を
期
待
す
る
が
、
所
管
部
署
と
し
て

の
考
え
は
。

財
務
部
長　

企
業
へ
の
効
果
的
な
ア
プ
ロ
ー

チ
な
ど
に
つ
い
て
、
今
後
、
検
討
を
進

め
、
寄
附
額
の
増
加
に
努
め
る
。

意
見　

事
業
展
開
の
可
能
性
を
広
げ
、
新

　

た
な
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
獲
得
に
つ

　

な
げ
る
た
め
に
も
制
度
を
活
用
し
た
サ

　

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
整
備
を
期
待
す
る
。

Ｑ　

先
進
事
例
か
ら
も
子
育
て
相
談
業
務

　

の
充
実
に
は
、
心
理
系
の
専
門
家
の
雇

　

用
が
必
要
と
考
え
る
。
現
在
の
雇
用
状

　

況
は
。

福
祉
部
長　

心
理
士
は
配
置
し
て
お
ら
ず
、

　

契
約
し
て
い
る
民
間
の
公
認
心
理
士
に

　

必
要
に
応
じ
て
対
応
し
て
い
た
だ
い
て

　

い
る
現
状
。

意
見　

視
察
し
た
天
理
市
で
は
、
子
育
て

　

相
談
窓
口
を
一
本
化
し
、
心
理
士
が
チ
ー

ム
で
相
談
対
応
に
あ
た
る
こ
と
で
先
生

方
の
負
担
軽
減
を
行
っ
て
い
る
。
未
来

に
向
け
、Ｄ
Ｘ
で
は
解
決
で
き
な
い
専
門

分
野
の
人
材
確
保
を
進
め
て
い
た
だ
き

た
い
。

Ｑ　

合
併
時
約
４
万
人
い
た
人
口
が
、
現

在
で
は
２
万
７
千
５
３
２
人
と
、
毎
年

約
５
０
０
人
が
減
少
す
る
中
で
今
後
の

職
員
定
数
管
理
は
。
ま
た
、
高
度
化
す

る
行
政
需
要
、
専
門
知
識
の
重
要
性
、

民
間
と
の
競
合
な
ど
で
採
用
も
厳
し
く

な
る
と
思
う
が
、
職
員
の
定
数
や
配
置

に
つ
い
て
は
。

総
務
部
長　

合
併
後
、
定
員
適
正
化
計
画

の
も
と
業
務
を
効
率
化
し
、
職
員
数
は

約
19
％
減
少
し
た
。
多
様
化
、
高
度
化

す
る
行
政
需
要
に
応
じ
適
正
規
模
、
専

門
性
を
持
つ
人
材
育
成
、
適
正
配
置
に

努
め
る
。

Ｑ　

合
併
時
大
変
厳
し
い
財
政
状
況
で
あ
っ

た
が
、
合
併
後
の
財
政
的
な
効
果
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

財
務
部
長　

合
併
特
例
債
の
活
用
、
特
別

職
や
議
員
、
審
議
会
の
委
員
の
総
数
減

な
ど
行
政
の
ス
リ
ム
化
に
よ
る
経
費
節

減
が
大
き
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　

合
併
時
、
各
自
治
体
が
持
っ
て
い
た

施
設
を
有
効
利
用
し
経
費
節
減
が
期
待

さ
れ
た
が
、
合
併
後
の
公
共
施
設
の
推

移
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

財
務
部
長　

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

　

策
定
時
か
ら
25
施
設
が
減
少
し
た
。

Ｑ　

地
理
的
な
問
題
を
踏
ま
え
、
今
後
の

公
共
施
設
の
維
持
に
は
思
い
切
っ
た
改

革
が
必
要
不
可
欠
だ
と
思
う
が
。

財
務
部
長　

公
共
施
設
を
こ
の
ま
ま
維
持

し
て
い
く
こ
と
は
財
政
的
に
厳
し
い
。

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
基
づ
き

適
正
管
理
に
努
め
る
。

Ｑ　

本
庁
舎
の
整
備
方
針
は
。

総
務
部
長　

令
和
８
年
度
に
法
定
耐
用
年

数
50
年
を
迎
え
る
。
次
年
度
に
劣
化
状

況
・
施
設
の
維
持
管
理
費
や
建
て
替
え

費
用
積
算
な
ど
を
調
査
す
る
。

Ｑ　

交
通
政
策
白
書
で
、
運
転
手
不
足
か

ら
地
方
の
交
通
は
危
機
的
状
況
に
な
る

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
平
戸
市
で
も
路

線
バ
ス
路
線
が
廃
止
、
減
便
さ
れ
て
い

る
が
、
現
状
を
し
っ
か
り
把
握
し
対
策

を
と
る
べ
き
で
は
。

総
務
部
長　

平
戸
市
愛
の
り
交
通
活
性
化

委
員
会
の
中
で
各
分
野
か
ら
意
見
要
望

を
伺
い
協
議
検
討
し
て
い
く
。

●
平
戸
市
に
お
け
る
コ
メ
改
革

●
畜
産
振
興

●
教
育
施
設
の
現
状
と
課
題

　
神
田
　
全
記
（
新
蒼
会
）

Ｑ　

米
の
価
格
は
、
市
民
生
活
に
も
さ
ま

ざ
ま
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
一
方

で
生
産
現
場
で
は
、
高
齢
化
、
物
価
高

騰
な
ど
経
費
の
面
で
影
響
が
大
き
い
が

市
長
の
考
え
は
。

市
長　

平
戸
市
で
も
米
の
店
頭
価
格
は
上

昇
し
、
市
民
の
皆
様
へ
の
影
響
が
出
て

い
る
。
一
方
、
生
産
者
は
高
齢
化
に
加

え
肥
料
や
生
産
資
材
な
ど
の
高
騰
か
ら

経
営
が
悪
化
し
離
農
が
進
み
、
作
付
面

積
は
減
少
し
て
い
る
。
消
費
者
が
求
め

る
価
格
と
生
産
者
が
持
続
可
能
な
価
格

に
は
大
き
な
隔
た
り
が
あ
り
、
マ
ッ
チ

ン
グ
に
は
本
市
だ
け
の
取
り
組
み
で
は

限
界
が
あ
る
た
め
、
今
後
、
国
の
動
き

を
注
視
し
て
い
く
。

Ｑ　

米
農
家
の
経
営
へ
の
支
援
が
農
山
村

集
落
振
興
に
つ
な
が
る
と
思
う
が
、
部

長
の
考
え
は
。

農
林
水
産
部
長　

米
農
家
は
畜
産
と
の
耕

畜
連
携
で
資
源
循
環
の
役
割
を
果
た
し
、

農
村
集
落
の
保
全
に
も
寄
与
す
る
。
水

稲
の
作
付
け
は
本
市
の
農
業
振
興
で
欠

か
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
今
後
可
能
な

支
援
を
研
究
し
て
い
く
。

Ｑ　

畜
産
で
は
、
価
格
が
下
落
す
る
中
、

市
か
ら
の
支
援
も
あ
る
。
踏
ん
張
り
ど

こ
ろ
だ
が
、
今
後
、
中
長
期
的
な
支
援

も
必
要
。
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
評
価
に
対
す
る

支
援
が
始
ま
っ
た
が
、
受
精
卵
移
植
へ

の
支
援
強
化
な
ど
、
さ
ら
な
る
産
地
づ

く
り
が
求
め
ら
れ
る
が
。

農
林
水
産
部
長　

関
係
機
関
な
ど
と
も
協  

議
し
な
が
ら
支
援
策
を
検
討
す
る
。

Ｑ　

か
な
り
の
築
年
数
が
経
過
し
て
い
る

　

市
内
小
中
学
校
の
現
状
と
計
画
は
。

教
育
次
長　

平
戸
市
学
校
施
設
長
寿
命
化

計
画
を
策
定
し
取
り
組
ん
で
い
る
。
適

正
規
模
な
ど
を
考
慮
し
進
め
る
。

Ｑ　

令
和
10
年
度
に
生
月
中
、
令
和
12
年

度
に
生
月
小
の
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い

る
が
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
は
な

く
、
予
算
、
将
来
負
担
を
抑
え
、
子
ど

も
た
ち
に
多
様
な
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
木

造
建
設
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

教
育
次
長　

提
案
で
あ
る
全
部
を
木
造
と

い
う
の
も
参
考
に
、
学
校
な
ど
関
係
各

位
と
構
造
、
規
模
を
調
整
し
た
い
。

○議員辞職のお知らせ　令和７年６月24日、山内　貴史 議員から議員辞職願が提出され、地方自治法第
126条ただし書きの規定に基づき、議長において許可されました。
（注）今回の議員辞職に伴う市議会議員の繰上補充および補欠選挙は、公職選挙法に基づき行いません。

令
和
７
年
度

全
国
市
議
会
議
長
会
表
彰

　

長
年
の
地
方
行
政
へ
の
貢
献
に
対
し
、
表
彰
さ
れ
た

議
員
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

議員在職20年以上

山内　政夫　議員
議員在職10年以上

池田　稔巳　議員

一
般
質
問
の

　
録
画
放
送
◀

一
般
質
問
の

　
録
画
放
送
◀

一
般
質
問
の

　
録
画
放
送
◀

企業版ふるさと納税制度のメリット

※全国市議会議長会表彰規程により、合併前町村議会議員の在職年数の２分の１が市議会議員の継続年数として加算されます。
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